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令
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６
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会
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定
例
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議案
審議
　

「
高
幡
消
防
組
合
中
土
佐

分
署
建
設
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
」
は
、
１０
億

５
４
０
０
万
円
が
予
算
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
入
札
の
結

果
、
ミ
タ
ニ
建
設
工
業
㈱
と

８
億
２
２
８
０
万
円
（
消
費

税
込
み
）
で
契
約
す
る
も
の

だ
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
中
土
佐
町
名
誉
町
民
の

選
定
に
つ
い
て
」
は
、
本
町

の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
奥
谷
博
氏
（
８４
＝
表

彰
時
）
を
名
誉
町
民
に
選
定

す
る
た
め
、
条
例
に
基
づ
き

議
会
に
同
意
を
求
め
ら
れ
た

も
の
だ
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
全

会
一
致
で
同
意
し
た
。

　

令
和
元
年
6
月
定
例
会
が
、
6
月
3
日
か
ら
11
日
ま
で
の

9
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
3
日
に
は
、
町
長
の
行
政
報
告
、
議
案
の
提
案

理
由
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
画
家
の
奥
谷
博
氏
を
名
誉
町
民

と
す
る
こ
と
の
審
議
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
そ
の
他
に
も
委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

6
日
と
7
日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
7
か
ら
関
連
記
事
）
が
行

わ
れ
、
9
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。

　

11
日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
7
件
の

専
決
処
分
を
承
認
、
議
案
１５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

陳
情
1
件
を
採
択
、
意
見
書
1
件
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

消
防
庁
舎
建
設
工
事

請
負
契
約
　
　
　
　

完成は役場庁舎と同じ来年11月予定
消防庁舎８億2280万円で契約

美術館開館３０周年記念式典でのテープカット。左から３人目が奥谷氏（６月５日）

名
誉
町
民
に
奥
谷
博
氏

　
美
術
館
開
館
３０
周
年
式
典
で
表
彰

造成工事が完了した高幡消防組合中土佐分署の建設地

高幡消防組合中土佐分署の完成予想図
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名
誉
町
民
の
選
定



　６月定例会の最終日に、川崎地区の住民の方から
提出された斜面崩壊対策を求める陳情と、総務常任
委員会から提出された「新たな過疎対策法の制定に
関する意見書」の審議を行い、陳情を採択、意見書
を可決としました。

６月定例会での「陳情」の採決

陳情１件を「採択」、意見書１件を「可決」
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陳
情
の
趣
旨
は
、
川
崎
地
区
の
家
屋
は
山
の
斜
面
に
接
し
て
お
り
、

地
区
の
住
民
は
、
大
雨
時
に
は
斜
面
が
い
つ
崩
れ
る
か
心
配
な
た
め
、

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
１４
人
の
署

名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、現
地
を
視
察
し
、地
元
の
方
か
ら
も
現
状

を
お
伺
い
し
た
う
え
で
審
議
し
た
。　
川
崎
地
区
の
斜
面
は
急
傾
斜
地

崩
壊
事
業
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、　
委
員
会
と
し
て
も
危
険
性
が

あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら「
採
択
す
べ
き
も
の
」と
し
て
全
会
一
致

で
決
定
し
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。　
ま
た
、

執
行
部
は
、　
事
業
に

は
個
人
の
負
担
金
も

必
要
な
こ
と
も
理
解

を
い
た
だ
い
た
う
え

で
事
業
を
進
め
、　
再

度
、　
町
内
全
域
の
危

険
箇
所
の
現
状
把
握

に
努
め
、　
必
要
な
対

策
を
講
じ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
意
見
が

付
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本

会
議
で
採
決
し
た
結

果
、
委
員
長
の
報
告

の
と
お
り
、
全
会
一

致
で
「
採
択
」
と
決

定
し
た
。

川
崎
地
区
の
斜
面
の

　
　
崩
壊
対
策
を
求
め
る
陳
情

　

昭
和
４５
年
の　
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」　
制
定
以
来
、　
４
次

に
わ
た
る
特
別
措
置
法
の
制
定
に
よ
り
、　
総
合
的
な
過
疎
対
策
事
業

が
実
施
さ
れ
、生
活
環
境
の
整
備
や
産
業
の
振
興
な
ど
、一
定
の
成
果

を
上
げ
て
き
た
が
、　
現
行
の「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」が

来
年
度
末
に
失
効
す
る
た
め
、　
国
に
対
し
、　
新
た
な
過
疎
対
策
法
が

制
定
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
だ
。

　

総
務
常
任
委
員
会
か
ら
意
見
書
（
案
）
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で

採
決
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
「
可
決
」
さ
れ
た
。

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

　
　
制
定
に
関
す
る
意
見
書

過疎対策の特別措置法
　過疎地域への財政上の特別措置が規定されている。こ
の中に事業費に１００％充当でき、元利償還金の７０％が地方
交付税でかえってくる地方債である過疎対策事業債の発
行がある。

川崎地区で現地調査を行う産業建設常任委員

財源に過疎債を充てて平成２８年に建設された給食センター



町出資法人の 経営状況の報告町出資法人の 経営状況の報告

㈱ＳＥＡプロジェクトが運営する「道の駅なかとさ」

　地方自治法により、町から２分の１以上の出資や 財政的支援を受けている法人等は、議会に経営状況
を報告しなければならないとされています。
　この規定により６月定例会の初日、町長から道の 駅を運営する㈱ＳＥＡプロジェクト（町出資80㌫）
が平成30年10月１日から平成31年３月31日までの６ カ月間（決算月の変更のため）、黒潮本陣を運営す
る㈱地域振興公社（町出資100㌫）が平成30年度の １年間の経営状況の報告が行われました。

道の駅の収支は黒字となってい
るが、町からの指定管理料によ
るところが大きい。鰹乃國水産
は赤字。

収入で前年度比3699万円のマイナス。宿泊料、会食、レストラン、温泉、黒潮工房ともい
ずれも前年度を下回っている。支出は、人件費・福利厚生費・運営管理費など、全て前年
度より削減しているものの、結果的には500万円を超える赤字となった。

㈱地域振興公社が運営する「黒潮本陣」

㈱ＳＥＡプロジェクト
～運営は町からの指定管理料に依存～

㈱ 地 域 振 興 公 社
～収入減により500万円を超える赤字～

道 の 駅 な か と さ
　純売上高  2692万円
　売上原価 347万円

　売上総利益 2345万円
 
　販売費・一般管理費 2070万円

　営業利益 275万円

　【主な収入】
　　●テナント管理収入 249万円
　　●店舗売上 759万円
　　●町の指定管理料 925万円

　【主な支出】
　　●販売員給与 936万円
　　●水道光熱費 171万円
　　●管理諸費 206万円

　【主な収入】
　　●宿泊料 １億4030万円
　　●会食売上料 1786万円
　　●レストラン売上 816万円
　　●温泉 1541万円
　　●黒潮工房 3192万円

　【主な支出】
　　●人件費 7932万円
　　●福利厚生費 1603万円
　　●運営管理費 7369万円

黒 潮 本 陣 ・ 工 房
　純売上高  ２億1923万円
　売上原価 5608万円

　売上総利益 １億6315万円

　販売費・一般管理費 １億6911万円

　営業損失 596万円

　営業外収益等 78万円

　純損失 518万円

　法人税・住民税・事業税 18万円

　当期純損失 536万円

鰹 乃 國 水 産
　純売上高  428万円
　売上原価 302万円

　売上総利益 126万円
 
　販売費・一般管理費 473万円

　営業損失 347万円

　【主な収入】
　　●店舗売上 428万円

　【主な支出】
　　●販売員給与 169万円
　　●水道光熱費 90万円
　　●備品消耗品費 53万円
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○・・賛成　●・・反対　／・・議長≪６月定例会の主な議案と議員の賛否≫

しました。私は、 ・

佐竹　敏彦 ･････Ｐ８
■早期に美術館移転を
■地域活動に森林環境譲与税を

下元　道夫 ･････Ｐ９

山本　建生 ･････Ｐ10

窪田　和教 ･････Ｐ11 高橋　雄造 ･･･････Ｐ16

岡　伊三男 ･･･････Ｐ13

山下　世仁子 ･････Ｐ14

福永　守恭 ･･･････Ｐ15

　６月６日、７日の２日間、一般質問が
行われ、９人の議員が新庁舎完成後の大
野見庁舎の在り方、美術館移転問題など
町の諸問題を取り上げました。

本井　康介 ･････Ｐ12

■準要保護世帯へのサポートを
■認知症・引きこもりは

■定置網の復活を目指せ
■不法投棄の防止対策を

■美術館の移転先は
■保育所入所申請は

■新庁舎完成後、大野見庁舎は支
　所か
■遊休施設の活用は

■機構改革で大野見庁舎は
■大野見地区の歯科医療の環境改善を

■役場組織再編では丁寧な説明で
　納得を得られるように
■ハラスメントの根絶を

■久礼港改修要望のその後は
■防犯灯管理で中土佐地区と大野
　見地区で違い

■かつお祭継続との声
■関係人口増へ取り組みを

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわ
たって、町長などに対し疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。

一 般 質 問
～町政を問う～
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佐 竹 敏 彦佐 竹 敏 彦

問 

美
術
は
人
に
感
動
を
も
た

ら
し
、
感
性
を
磨
き
、
人
を

豊
か
に
す
る
。
美
術
の
豊
か

さ
は
地
域
の
豊
か
さ
で
あ
り
、

町
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
だ
。

宝
で
あ
る
美
術
館
の
収
蔵
品

は
約
７
０
０
点
で
、
時
価
数

億
円
と
い
わ
れ
て
い
る
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
（
今
後
３０

年
以
内
に
）
発
生
す
る
可
能

性
は
８０
％
だ
。
建
設
か
ら
収

納
す
る
ま
で
５
年
は
か
か
る
。

早
期
に
移
転
す
べ
き
だ
。

　

美
術
館
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
町
田
菊
一
さ
ん
の
ご

子
息
な
ど
も
懸
念
し
て
い
る
。

岡
村
教
育
長 

高
台
移
転
は
遅

く
な
る
ほ
ど
南
海
ト
ラ
フ
地

震
被
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
可
能

な
限
り
早
期
実
現
を
望
ん
で

い
る
。

　

新
美
術
館
の
コ
ン
セ
プ
ト

等
の
基
本
構
想
案
を
年
内
に

取
り
ま
と
め
た
い
。

問 

地
域
に
残
り
、
地
域
を
支

え
る
者
た
ち
で
、
竹
林
の
伐

採
や
荒
れ
た
山
の
整
備
な
ど

地
域
環
境
保
全
を
集
落
が
集

団
で
行
う
事
業
に
森
林
環
境

譲
与
税
が
充
当
で
き
な
い
か
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
に
も
な
る
。

西
田
農
林
課
長 

森
林
環
境
譲

与
税
は
森
林
環
境
税
が
財
源

で
、
そ
の
使
途
は
市
町
村
が

行
う
森
林
整
備
に
充
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
放
置
植

林
の
整
備
に
活
用
す
べ
き
と

さ
れ
、
既
存
事
業
の
上
乗
せ

活
用
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
は
、
放
置

森
林
の
特
定
、
所
有
者
等
の

情
報
整
備
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

　

提
案
に
は
町
も
同
じ
考
え

を
持
っ
て
い
る
。
個
人
等
が

行
う
植
林
の
間
伐
や
作
業
道

開
設
を
行
う
に
は
緊
急
間
伐

総
合
整
備
事
業
が
あ
る
。
そ

れ
に
地
域
団
体
が
行
う
雑
草

木
の
刈
り
払
い
等
の
里
山
保

全
活
動
や
シ
イ
タ
ケ
原
木
等

の
採
取
、
竹
林
整
備
等
が
対

象
の
森
林
山
村
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
交
付
金
が
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

育
成
を

　
問 

地
域
で
要
望
を
ま
と
め
、

地
域
で
課
題
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
民
主
主
義
の
あ
り

よ
う
と
し
て
も
い
い
。

　

常
会
長
に
、
地
域
課
題
や

要
望
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ

て
予
算
化
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
育
成
を
図

る
の
は
ど
う
か
。

下
元
企
画
課
長 

常
会
に
よ
っ

て
は
常
会
長
の
な
り
手
が
い

な
い
。
引
き
受
け
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
あ
る
。
当
番
制

や
輪
番
制
で
常
会
長
の
役
が

回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
常
会
長
に
一

律
に
地
域
課
題
の
取
り
ま
と

め
を
願
う
の
は
難
し
い
。
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

早期に美術館移転を

基本構想案を年内に

放
置
林
の
整
備
に
充
て
る

地
域
活
動
に

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を

そ
の
他
の
質
問

▼�

公
文
書
の
元
号
使
用

▼�

道
の
駅
の
凍
結
中
の
温

泉
活
用

▼�

カ
ツ
オ
文
化
の
日
本
遺

産
登
録
申
請
の
状
況
と

カ
ツ
オ
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
制
度

▼
空
き
家
と
町
営
住
宅

▼
介
護
保
険

伐採木搬出のための作業道作り（大野見吉野）

津波浸水域に建つ美術館
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下 元 道 夫下 元 道 夫

問 

「
か
つ
お
祭
を
や
め
た
ら

い
か
ん
」
と
い
う
強
い
声
を

聞
く
。
祭
り
が
果
た
し
て
き

た
情
報
発
信
や
人
づ
く
り
の

役
割
は
大
き
い
が
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

 ３０
年
続

け
る
中
、
県
内
屈
指
の
イ
ベ

ン
ト
に
育
っ
て
き
た
。
Ｐ
Ｒ

効
果
は
抜
群
で
、
中
土
佐
の

フ
ァ
ン
を
つ
く
っ
た
。
カ
ツ

オ
の
水
揚
げ
も
県
内
で
群
を

抜
い
て
い
る
。
（
祭
り
は
）

十
分
功
績
が
あ
り
、
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

問 

今
後
の
取
り
組
み
は
、
幅

広
い
意
見
を
聞
き
、
３０
回
を

総
括
し
次
に
進
む
。
そ
し
て
、

積
極
的
な
人
づ
く
り
の
必
要

性
が
あ
る
と
思
う
が
。

池
田
町
長 

か
つ
お
祭
は
、
一

部
署
で
で
き
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。
様
々
な
応
援
で

初
め
て
で
き
る
。
（
カ
ツ
オ

の
）
切
り
手
の
問
題
、
食
品

衛
生
上
の
問
題
を
ク
リ
ア
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

問 

「
３０
回
で
終
了
と
い
う
考

え
は
な
い
」
と
理
解
し
て
よ

い
か
。

池
田
町
長 

実
行
委
員
会
で
議

論
し
、
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

問 

深
く
こ
の
町
に
関
心
を
持

ち
、
移
住
は
し
な
い
け
れ
ど
、

町
に
来
た
り
す
る
人
た
ち
。

移
住
定
住
未
満
、
観
光
交
流

以
上
と
い
う
の
が
関
係
人
口

だ
。

　

中
土
佐
町
の
取
り
組
み
は
。

下
元
企
画
課
長 

人
口
減
少
の

時
代
に
都
市
部
に
い
な
が
ら
、

中
土
佐
町
と
関
わ
り
を
持
ち

た
い
と
考
え
、
行
動
に
移
す

人
材
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
、

重
要
と
考
え
て
い
る
。

問 

具
体
的
に
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。
東
京
と
中
土
佐
町

を
つ
な
ぐ
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し

て
、
地
元
の
受
け
入
れ
の
ス

タ
ッ
フ
を
ど
う
つ
く
っ
て
い

く
の
か
。

下
元
企
画
課
長 

本
町
と
森
林

整
備
に
関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
協
定
を
し
て
い
る

「
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ　
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｓ

（
モ
ア
・
ツ
リ
ー
ズ
）
」
と

業
務
提
携
し
た
。
（
東
京
で

の
）
中
土
佐
町
関
連
の
講
座

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
含

め
２
泊
３
日
ぐ
ら
い
町
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
農
林
業
や

商
業
の
方
々
と
の
交
流
も
考

え
て
い
る
。

　

地
元
の
方
に
実
際
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
（
町
を
）
感

じ
取
っ
て
も
ら
う
計
画
を
進

め
た
い
。

地
産
地
消
と
外
商
は

　
問　
地
産
外
商
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
就
任
し
て
３
年
７
カ
月
に

な
る
。
地
産
地
消
と
外
商
の

取
り
組
み
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

地
産
地

消
は
こ
れ
ま
で
１
４
８
８
万

円
の
売
り
上
げ
に
な
る
。

　

地
産
外
商
の
商
談
は
や
っ

て
い
な
い
。

関係人口増へ取り組みを

町を感じてもらう計画を

応
援
が
あ
っ
て
可
能
に

か
つ
お
祭
継
続
と
の
声

関係人口の拡大の役割を果たしていたが現在は開催され
ていない関東中土佐ふるさと会（平成１４年６月２２日）

第１回かつお祭の様子を伝
える町広報紙
（上：平成２年６月１７日）
と今年の第３０回かつお祭
（下：令和元年５月１９日）
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山 本 建 生山 本 建 生

問 

準
要
保
護
世
帯
の
就
学
援

助
費
の
受
給
者
率
は
県
内
で

も
非
常
に
高
い
と
思
う
。
久

礼
・
上
ノ
加
江
・
大
野
見
で

格
差
が
あ
る
。
ど
う
分
析
し

て
い
る
か
。

岡
村
教
育
長 

注
意
を
払
っ
て

安
全
に
使
っ
て
い
る
。
必
要

な
広
さ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
欲

し
い
の
が
現
状
だ
。

今
橋
教
育
次
長 

上
ノ
加
江
と

大
野
見
は
生
徒
数
が
少
な
く
、

分
母
が
小
さ
い
中
で
準
要
保

護
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
ひ
と
り
親
家

庭
の
多
さ
な
ど
が
就
学
援
助

率
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
は
非
常
に

見
え
に
く
い
が
増
え
続
け
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
保

育
・
小
学
校
・
中
学
校
・
教

育
関
係
者
が
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

問 

ク
ラ
ブ
を
し
て
い
る
か
ど

う
か
貧
困
の
関
係
が
い
わ
れ

る
。
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
小

学
校
段
階
で
の
サ
ポ
ー
ト
は

し
て
い
る
か
。

今
橋
教
育
次
長 
鰹
乃
國
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
い
う
事
業
の

中
で
成
人
も
含
め
て
財
政
的

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問 

準
要
保
護
の
中
で
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
助
成
は
な
い
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

支
援
員
は
久
礼
小
学
校
に

４
人
、
久
礼
中
学
校
に
２
人

い
る
。
他
の
学
校
に
も
配
置

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

岡
村
教
育
長 

必
要
性
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
生
徒
数

が
少
な
い
た
め
今
の
教
員
で

対
応
で
き
る
の
で
置
い
て
い

な
い
。

上
ノ
加
江
は
子
ど
も
が
少

な
い
が

　
問 

人
口
か
ら
す
る
と
上
ノ
加

江
・
矢
井
賀
が
多
い
の
に
、

そ
れ
よ
り
少
な
い
大
野
見
の

方
が
子
ど
も
が
多
い
。
ど
う

分
析
し
て
い
る
か
。

　

地
域
振
興
の
在
り
方
と
し

て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
が
。

岡
村
教
育
長 

人
口
と
子
ど
も

の
数
は
比
例
し
て
い
な
い
。

子
育
て
世
代
の
就
労
の
問
題

が
あ
る
と
思
う
。
働
く
場
が

な
い
と
子
育
て
世
代
の
親
が

定
着
で
き
な
い
。
子
育
て
世

代
が
多
い
こ
と
が
原
因
と
考

え
て
い
る
。

問 

中
土
佐
町
の
介
護
保
険
料

は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

だ
。
予
防
の
取
り
組
み
は
重

要
と
思
う
。
認
知
症
は
。

　

ま
た
、
引
き
こ
も
り
対
策

は
。山

本
健
康
福
祉
課
長 

認
知
症

事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
行
っ
て
い
る
が
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も

連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。

　

町
内
の
引
き
こ
も
り
の
調

査
は
し
て
い
な
い
が
、
未
就

労
者
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　　認知症　社協に委託
引きこもり　未就労者調査で

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て

認知症・引きこもりは

準
要
保
護
世
帯
へ
の

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
を

準
要
保
護

　

生
活
保
護
を
受
け
る
ま
で

で
は
な
い
が
、
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
状
態
。

少年野球チーム「久礼ジュニアーズ」の練習風景（上）
と上ノ加江小学校の授業風景（下）
（準要保護世帯とは関係ありません）

認知症カフェで指導するクリニック土佐久礼の小谷先生
（写真はあったかふれあいセンター「寄り家」提供）
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窪 田 和 教窪 田 和 教

問 

新
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
、

大
野
見
庁
舎
は
支
所
に
し
て
、

現
在
の
３
課
体
制
か
ら
１
課

に
す
る
役
場
組
織
の
再
編
案

が
示
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１

５
年
の
説
明
会
で
も
地
域
が

寂
れ
て
い
く
危
機
感
に
満
ち

た
発
言
が
あ
っ
た
。
行
政
報

告
で
大
野
見
地
区
で
出
さ
れ

た
意
見
に
触
れ
「
要
望
に
応

え
る
よ
う
準
備
す
る
こ
と
を

約
束
す
る
」
と
発
言
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
立

て
て
い
る
か
。

池
田
町
長 

正
職
員
４
人
と
大

野
見
を
し
っ
か
り
把
握
し
た

嘱
託
員
を
２
人
配
置
し
て
大

野
見
振
興
局
と
い
っ
た
も
の

を
設
け
て
い
く
。

問 

地
域
の
産
業
、
住
民
福
祉

な
ど
の
観
点
か
ら
の
役
場
組

織
の
再
編
で
あ
る
の
が
本
筋

だ
。
大
野
見
支
所
の
業
務
の

振
り
分
け
で
は
、
窓
口
業

務
・
住
民
自
治
・
農
林
部

門
・
公
共
土
木
部
門
な
ど
で
、

職
員
数
は
現
在
と
同
じ
だ
が

業
務
は
増
え
る
。
果
た
し
て

こ
れ
で
良
い
か
。

　

現
在
示
さ
れ
て
い
る
再
編

案
で
進
め
る
に
し
て
も
丁
寧

な
説
明
と
納
得
を
得
る
対
応

が
必
要
で
は
な
い
か
。

池
田
町
長 

大
野
見
に
特
化
し

た
行
政
懇
談
会
を
開
く
計
画

が
あ
る
。
ど
う
い
っ
た
機
能

を
残
し
、
ど
う
い
う
権
限
を

付
与
し
て
い
く
か
な
ど
、
大

野
見
で
自
己
完
結
で
き
る
形

に
し
た
い
と
思
う
し
、
職
員

の
中
で
も
議
論
が
必
要
だ
。

問 

（
再
編
計
画
が
）
４
年
前

に
示
さ
れ
、
住
民
の
中
で
も

議
論
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
機

能
に
合
わ
せ
て
政
策
提
起
も

含
め
て
、
大
野
見
の
住
民
と

の
議
論
が
必
要
で
は
。

池
田
町
長 

地
域
の
皆
さ
ん
の

お
気
持
ち
に
心
を
寄
せ
、
真し

ん

摯し

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
、

雇
用
主
は
セ
ク
ハ
ラ
の
防
止

義
務
措
置
の
責
任
を
負
っ
て

い
る
。
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ

ラ
に
対
応
し
た
相
談
窓
口
や

周
知
・
啓
発
を
し
て
い
る
か
。

そ
う
し
た
事
例
が
起
き
た
と

き
に
対
応
す
る
組
織
は
あ
る

か
。

三
本
副
町
長 

窓
口
は
で
き
て

い
る
が
、
国
等
の
指
導
で
今

後
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
部
分
は
多
い
。
十
分
対
応

で
き
る
か
は
こ
れ
か
ら
だ
。

問
　

厚
生
労
働
省
の
パ
ワ
ハ

ラ
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、

ト
ッ
プ
が
職
場
か
ら
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
無
く
す
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
示
す
こ
と
だ
と

し
て
い
る
。
職
員
が
誇
り
を

も
っ
て
仕
事
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
へ
の
思
い
は
。

池
田
町
長 

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
論
外
だ
。
長
と
し

て
、
職
員
の
健
康
管
理
・
職

場
環
境
の
健
全
な
維
持
に
努

め
る
。

役場組織再編

丁寧な説明で納得を

大野見で行政懇談会

職
場
環
境
の
健
全
化
維
持

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
を

職員が生き生きと仕事ができる環境に（中土佐庁舎町民環境課）

役場組織再編でサービス低下が心配されている大野見庁舎
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本 井 康 介本 井 康 介

問 

久
礼
港
の
改
修
で
、
平
成

２６
年
に
県
土
木
に
対
し
要
望

を
出
し
て
い
る
が
進し

ん

捗ち
ょ
くは
。

鍋
嶋
建
設
課
長 

防
潮
堤
の
耐

震
補
強
は
、
漁
民
セ
ン
タ
ー

か
ら
大
坂
谷
川
に
至
る
区
間

で
一
部
を
残
し
完
了
し
て
い

る
。
防
潮
扉
の
自
動
化
は
、

箇
所
数
も
多
く
、
集
約
化
や

動
力
化
の
検
討
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
新
港

の
耐
震
補
強
岸
壁
の
整
備
は
、

本
年
度
の
予
算
を
も
っ
て
完

了
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
や
新

設
は
、
県
が
津
波
に
対
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
が
、
あ
ま
り
効
果
が
得
ら

れ
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。
現
時
点
で
は
整
備
は

大
変
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

双
名
島
の
防
潮
堤
は
、
上

部
工
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
欠

損
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今

後
優
先
順
位
を
勘
案
し
、
老

朽
化
対
策
を
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
。

問 

（
防
潮
堤
が
）
一
部
未
完

成
だ
が
、
県
の
対
応
は
。

鍋
嶋
建
設
課
長 

現
在
一
時
休

止
中
だ
。
今
後
、
地
元
の
協

議
を
踏
ま
え
た
上
で
、
対
策

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、

再
着
手
に
向
け
検
討
を
開
始

す
る
と
の
こ
と
だ
。

問 

防
犯
灯
設
置
の
要
望
が

あ
っ
た
と
き
の
要
否
の
判
断

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

平
田
総
務
課
長 

街
路
灯
等
設

置
要
綱
基
準
に
沿
っ
て
判
断

し
て
い
る
。
予
算
に
は
限
り

が
あ
る
の
で
、
現
地
に
担
当

が
赴
い
て
確
認
し
な
が
ら
設

置
し
て
い
る
。

　
問 

大
野
見
地
区
は
、
維
持
管

理
を
含
め
、
地
元
負
担
が
発

生
し
た
と
き
補
助
（
半
額
）

し
て
い
る
。
旧
中
土
佐
と
は

違
う
が
な
ぜ
か
。

平
田
総
務
課
長 

大
野
見
地
区

は
、
合
併
前
、
電
気
料
な
ど

の
経
費
は
地
区
が
全
額
負
担

し
、
そ
の
う
ち
半
分
を
村
が

補
助
金
と
し
て
負
担
し
て
い

た
。
近
年
、
地
区
の
世
帯
数

の
減
少
な
ど
、
地
区
の
運
営

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

現
状
も
踏
ま
え
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

久礼港改修要望のその後は

現
状
踏
ま
え
慎
重
に
検
討

防
犯
灯
管
理

中
土
佐
・
大
野
見
地
区
で
違
い

防潮堤かさ上げ・新設
津波に効果なし

そ
の
他
の
質
問

▼�

地
産
外
商

▼�

日
の
川
団
地
整
備
事
業

（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
）

暗路照らす防犯灯

新元町付近で工事が止まった防潮堤工事
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岡 伊 三 男岡 伊 三 男

問 

県
は
、
定
置
網
の
復
活
を

目
指
し
て
上
ノ
加
江
・
矢
井

賀
沖
を
調
査
し
、
操
業
可
能

と
判
断
し
た
。
沿
岸
漁
業
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
が
、

現
状
を
打
開
す
る
の
に
町
が

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
て
事
業
を

行
っ
て
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

Ｐ
Ｆ
Ｉ

は
、
公
共
施
設
等
の
設
計
・

建
設
・
維
持
管
理
な
ど
に
民

間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な

（
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
）
提
供

を
図
る
と
い
う
考
え
に
基
づ

く
も
の
と
理
解
を
し
て
い
る
。

　

漁
業
振
興
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
命
題
に
は
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
問 
町
の
事
業
と
す
る
こ
と
で
、

過
疎
債
が
充
当
で
き
る
の
で

は
。
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

元
利
償
還
金
の
７
割
を
除
い

た
償
還
に
、
定
置
網
の
収
入

を
充
て
る
方
法
は
で
き
な
い

か
。

平
田
総
務
課
長 

今
後
は
ど
う

い
う
形
で
事
業
を
進
め
る
か

に
よ
っ
て
、
検
討
の
余
地
は

あ
る
が
、
直
接
的
に
町
が
イ

ン
フ
ラ
の
部
分
に
充
当
す
る

こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
。

問 

町
道
上
ノ
加
江
押
岡
線
に

他
自
治
体
の
袋
に
入
っ
た
ご

み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
。

不
法
投
棄
が
絶
え
な
い
が
、

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な

ど
の
対
策
は
。

多
田
町
民
環
境
課
長 

須
崎
警

察
署
・
須
崎
保
健
所
と
連
携

し
、
当
時
者
を
特
定
し
て
厳

重
に
対
応
し
た
事
例
が
あ
る
。

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
は
検
討

す
る
。
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
不
法
投
棄
減
少
に
取

り
組
む
。

問 

町
有
地
や
私
有
地
へ
の
不

法
投
棄
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

平
田
総
務
課
長 

特
定
で
き
れ

ば
、
投
棄
者
に
処
理
を
し
て

い
た
だ
く
。
特
定
で
き
な
い

場
合
は
各
機
関
と
連
携
を
図

り
、
行
政
が
処
理
す
る
。

問 

町
営
住
宅
の
敷
地
に
車
や

自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
廃
棄

物
の
処
理
が
で
き
て
な
い
住

宅
も
あ
る
が
。

下
元
企
画
課
長 

確
認
が
で
き

た
も
の
は
前
所
有
者
に
撤
去

を
依
頼
し
て
い
る
。

　

町
営
住
宅
の
管
理
は
入
居

者
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

高
齢
者
で
管
理
が
難
し
い
場

合
は
柔
軟
に
対
応
す
る
。

漁
業
振
興
に
取
り
組
む

定
置
網
の
復
活
を
目
指
せ

不法投棄の防止対策を

監視パトロールを強化

他自治体のごみ袋に入れ町道に不法投棄された「ごみ」

昭和５１年４月５日、上ノ加江大敷網に入ったブリ
（中土佐の今昔より）
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山下世仁子山下世仁子

問 

移
転
場
所
（
の
候
補
地
）

は
大
野
見
と
黒
潮
本
陣
敷
地

な
ど
２
〜
３
カ
所
と
聞
く
。

そ
の
後
の
進
展
は
。

　

予
算
は
４
億
円
と
聞
い
て

い
る
が
金
額
に
変
更
は
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
利

用
の
考
え
は
あ
る
か
問
う
。

今
橋
教
育
次
長 
移
転
先
は
新

美
術
館
基
本
構
想
策
定
委
員

会
を
設
置
し
、
美
術
館
の
大

枠
と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
、

基
本
的
な
構
想
を
年
内
に
ま

と
め
て
い
く
。

　

４
億
円
は
、
希
望
す
る
面

積
か
ら
出
た
仮
の
金
額
で
、

こ
の
金
額
あ
り
き
で
は
な
い
。

財
源
は
有
利
な
起
債
な
ど
を

ベ
ー
ス
に
考
え
る
。
行
政
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄
付
は
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
研
究
な
ど
も

考
え
て
い
る
。

問 

美
術
鑑
賞
だ
け
で
は
な
く

観
光
も
視
野
に
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
み
て
は
。

今
橋
教
育
次
長 

貴
重
な
観
光

資
源
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

関
係
人
口
も
含
め
て
美
術
館

の
取
り
組
み
と
し
て
考
え
て

い
る
。

　

黒
潮
本
陣
と
の
連
携
も
可

能
だ
。
町
の
一
つ
の
核
と
し

て
滞
在
時
間
の
延
長
や
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
も

可
能
と
考
え
る
。

　

相
乗
効
果
が
町
の
魅
力
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

策
定
委
員
会
の
中
で
よ
り
ベ

ス
ト
な
場
所
を
提
案
す
る
。

問 

他
市
町
村
も
う
ら
や
む
ほ

ど
充
実
し
た
作
品
内
容
だ
。

絶
対
残
す
べ
き
で
は
。

池
田
町
長 

現
在
の
美
術
館
は

空
調
面
、
何
よ
り
津
波
浸
水

区
域
に
あ
り
若
干
問
題
が
あ

る
。
策
定
委
員
会
で
の
答
申

を
も
と
に
移
転
を
進
め
た
い
。

問 

保
育
所
入
所
の
申
請
に
は
、

就
業
中
の
証
明
が
必
要
と
聞

く
が
内
容
は
。
「
確
実
に
入

所
の
保
障
が
な
い
限
り
就
活

は
無
理
」
と
の
声
に
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

今
橋
教
育
次
長 

児
童
福
祉
法

の
規
定
に
よ
り
、　
保
育
に
欠

け
る
理
由
と
し
て
就
労
証
明

書
が
い
る
。内
容
は「
就
労
開

始
年
月
日
」「
契
約
期
間
の
有

無
」「
就
労
形
態
職
種
」「
一
日

の
就
労
時
間
」「
一
週
間
の
就

労
日
数
」と
な
っ
て
い
る
。求

職
活
動
中
で
あ
れ
ば
就
労
予

定
申
立
書
を
提
出
す
れ
ば
、

求
職
活
動
中
で
も
入
所
申
し

込
み
受
付
は
行
っ
て
い
る
。

問 

保
育
料
無
償
化
に
よ
り
給

食
費
が
有
償
に
な
る
。
「
無

償
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
あ
る
が
。

今
橋
教
育
次
長 

副
食
の
お
か

ず
の
部
分
は
利
用
料
の
一
部

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
給

食
の
費
用
、
夏
ま
で
に
は
結

論
を
出
し
た
い
。

基
本
構
想
策
定
委
員
会
で

美
術
館
の
移
転
先
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経

由
し
て
の
、
不
特
定
多
数
の

人
か
ら
の
資
金
調
達
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ

　

自
治
体
が
行
う
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

元気にブランコで遊ぶ子どもたち
（大野見保育所）

保育所入所申請は

求職活動中でも可能

貴重な作品が数多く展示されている美術館
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福 永 守 恭福 永 守 恭

問 

新
庁
舎
へ
移
転
後
の
現
庁

舎
・
町
民
交
流
会
館
・
久
礼

保
育
所
な
ど
や
、
町
内
に
あ

る
遊
休
施
設
の
中
で
、「
笹

場
小
学
校
」「
双
名
保
育
所
」

「
大
北
保
育
所
」「
上
ノ
加
江

保
育
所
」
の
活
用
方
法
は
。

平
田
総
務
課
長 

現
庁
舎
は
耐

震
性
が
な
い
の
で
解
体
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
解
体
後
の
土

地
利
用
の
計
画
は
で
き
て
な

い
。

　

笹
場
小
学
校
は
利
活
用
に

向
け
、
笹
場
地
区
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
地
区
よ
り
提

出
の
あ
っ
た
要
望
書
に
即
し

て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

双
名
保
育
所
は
老
朽
化
し

て
お
り
、
本
定
例
会
へ
解
体

工
事
の
経
費
を
予
算
計
上
し

て
い
る
。
当
面
は
更
地
で
管

理
を
し
て
い
く
。

　

大
北
保
育
所
は
大
規
模
災

害
時
、
国
・
県
の
プ
ッ
シ
ュ

型
の
物
的
支
援
を
受
け
入
れ

可
能
な
施
設
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

池
田
町
長 

町
民
交
流
会
館
や

文
化
館
は
、
そ
の
ま
ま
残
し

た
い
。

今
橋
教
育
次
長 

現
在
の
久
礼

保
育
所
は
、
健
康
福
祉
課
と

教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
設
置
の
方
向

で
協
議
し
て
い
る
。

　

上
ノ
加
江
保
育
所
は
施
設

の
老
朽
化
や
浸
水
区
域
に
あ

る
た
め
、
活
用
方
法
は
現
時

点
で
確
定
し
て
い
な
い
。

現
庁
舎
借
地
料
２
８
０
万
円

　
問 

現
庁
舎
の
借
地
料
を
年
間

２
８
０
万
円
程
度
支
払
っ
て

い
る
。
更
地
に
す
れ
ば
地
主

に
返
す
こ
と
は
可
能
か
。

平
田
総
務
課
長 

地
主
と
も
協

議
し
て
い
る
が
、
返
す
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

現
庁
舎
跡
利
用
計
画
な
し

遊
休
施
設
の
活
用
は

大野見庁舎は支所か

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援

　

要
請
を
待
た
ず
、
国
県
が

避
難
所
避
難
者
を
中
心
に
必

要
不
可
欠
と
見
込
ま
れ
る
物

資
を
被
災
地
に
緊
急
輸
送
す

る
も
の
。

大野見地区の
振興のための組織を置く

問 

大
野
見
庁
舎
を
廃
止
す
る

と
、
大
野
見
支
所
と
い
う
名

称
に
な
る
の
か
。
課
を
設
置

す
る
の
か
。

池
田
町
長 

大
野
見
地
区
を
振

興
さ
せ
て
い
く
た
め
の
組
織

を
置
き
、
分
か
り
や
す
い
名

称
に
す
る
。

問 

ト
ッ
プ
は
課
長
ク
ラ
ス
か
。

ど
れ
く
ら
い
の
権
限
を
与
え

る
の
か
。

池
田
町
長 

総
合
支
所
的
な
役

割
も
あ
る
程
度
持
た
せ
な
い

と
意
味
を
な
さ
な
い
。
し
っ

か
り
と
し
た
職
員
に
ポ
ス
ト

を
与
え
、
仕
事
が
で
き
る
よ

う
な
部
署
に
し
た
い
。

　

住
民
の
お
声
も
頂
き
、
令

和
３
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
準
備
を
進

め
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼�

大
野
見
地
区
公
民
館

設
置

▼
学
校
教
育

新庁舎完成後の機能が心配されている大野見庁舎

施設利用が課題の役場周辺の公共施設
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高 橋 雄 造高 橋 雄 造

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

業
務
の
効
率
を
目
的
に
課
の

統
廃
合
を
含
め
た
役
場
組
織

の
再
編
が
行
わ
れ
る
。
大
野

見
庁
舎
に
関
し
、
住
民
の
意

見
を
ど
の
よ
う
に
く
み
上
げ

た
か
。

下
元
企
画
課
長 

支
所
化
に
は

な
る
が
、
相
応
の
権
限
を
持

っ
た
課
長
、
専
門
分
野
に
た

け
た
職
員
を
配
置
す
る
。
行

政
懇
談
会
を
開
催
し
意
見
を

再
度
伺
う
。

池
田
町
長 

い
ろ
い
ろ
な
形
で

議
論
し
な
が
ら
、
地
域
の
住

民
に
不
便
を
感
じ
さ
せ
な
い

手
だ
て
を
講
じ
て
い
く
。

問 

大
野
見
の
歯
科
診
療
所
は

車
を
使
用
で
き
な
い
人
も
利

用
し
て
い
る
。
床
板
の
老
朽

や
ト
イ
レ
の
水
洗
機
能
の
故

障
な
ど
、
劣
化
し
た
箇
所
が

散
見
さ
れ
る
。
住
民
の
健
康

福
祉
の
た
め
真
剣
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

山
本
健
康
福
祉
課
長 

町
の
施

設
で
あ
り
、
修
繕
が
必
要
な

箇
所
は
精
査
し
、
検
討
を
続

け
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
は

　
問 

本
町
の
企
業
に
よ
る
事
業

継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
現

状
は
。

平
田
総
務
課
長 

策
定
事
業
者

数
は
、
建
設
関
係
と
福
祉
関

係
の
４
業
者
の
み
だ
。
今
後

啓
発
の
必
要
性
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

　

災
害
時
に
備
え
企
業
等
が

作
る
重
要
事
業
を
継
続
す
る

た
め
の
計
画
。

権
限
持
っ
た
課
長
・
専
門
職
を

機
構
改
革
で
大
野
見
庁
舎
は

大野見地区の
歯科医療の環境改善を

修繕が必要な箇所を精査

そ
の
他
の
質
問

▼�

道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
高
知
県
地
方

協
議
会

多くの職員が配置されている大野見庁舎

施設や器具が老朽化した大野見歯科診療所での治療
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総
務
課
か
ら
町
の
財
政
指

標
の
説
明
を
受
け
た
。
一
般

会
計
の
平
成
２８
年
度
か
ら
令

和
９
年
度
ま
で
の
財
政
見
通

し
で
は
、
現
在
は
健
全
な
財

政
状
況
で
推
移
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
質
公
債
比
率
は

平
成
２９
年
（
５
・
９
㌫
）
か

ら
徐
々
に
上
昇
し
、
令
和
７

年
に
は
ピ
ー
ク
に
な
り
１４
・

８
㌫
に
な
る
。
「
多
少
差
異

が
あ
っ
て
も
早
期
是
正
措
置

基
準
の
１８
㌫
を
超
え
な
い
見

込
み
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

た
だ
、
財
政
調
整
基
金
残
高

の
減
少
や
、
大
規
模
災
害
の

発
生
な
ど
を
考
慮
し
て
慎
重

な
財
政
運
営
に
努
め
る
よ
う

求
め
た
。

　

平
成
３０
年
４
月
に
実
施
し

た
未
利
用
町
有
地
調
査
の
後
、

久
礼
・
上
ノ
加
江
・
大
野
見

３
カ
所
の
宅
地
合
計
６
６
２

平
方
㍍
を
適
正
価
格
で
売
却

し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

迅
速
な
取
り
組
み
と
成
果
を
、

総
務
委
員
会
は
大
い
に
評
価

す
る
。

　

上
ノ
加
江
地
区
と
大
野
見

地
区
の
商
店
を
訪
ね
た
。　
聞

き
取
り
調
査
で
は
、　
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
の
波
で
顧

客
が
減
少
し
て
い
る
。　
対
策

と
し
て
、　「
地
区
内
の
配
達
」

「
電
話
で
の
注
文
取
り
」　「
希

望
を
聞
い
て
の
販
売
」　
な
ど

工
夫
し
て
い
る
が
、　　
「
現
在

の
商
売
は
い
つ
や
め
て
も
い

い
」　
と
い
う
声
も
聞
い
た
。

　

道
の
駅
は
、
平
成
３０
年
度

は
７
月
の
豪
雨
・
台
風
の
影

響
も
あ
り
落
ち
込
ん
だ
が
、

７
月
か
ら
３
月
３１
日
ま
で
の

（
テ
ナ
ン
ト
を
含
め
た
）
売

上
高
は
２
億
８
０
０
０
万
円

で
あ
っ
た
。
課
題
は
平
日
の

集
客
だ
。
観
光
バ
ス
会
社
な

ど
へ
の
営
業
を
近
隣
県
で
も

行
っ
て
い
る
。

　

駅
長
業
務
と
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
や
商
品
の
充
実
も
合
わ

せ
、
町
内
業
者
と
の
連
携
や

集
客
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
に
委
員
か
ら
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
６
月
定
例
会
の
初
日
、
総
務
・
産
業
建
設
・
教
育
民
生
の

各
常
任
委
員
長
か
ら
議
会
閉
会
中
の
委
員
会
の
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

庁舎移転等事業実施後も
財政の是正基準超えず

小
規
模
商
店
で
聞
き
取
り

町財政・町有地を調査

　
　
　
　
　
商
業
・
道
の
駅
を
調
査

早
期
是
正
措
置
基
準

　

実
質
公
債
費
比
率
が
１８
㌫

を
超
え
る
と
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

財
政
健
全
化
法
で
は
自
助

努
力
で
財
政
健
全
化
を
行
う

早
期
健
全
化
基
準
は
２５
㌫
、

国
に
関
与
さ
れ
る
再
生
基
準

が
３５
㌫
。
同
法
で
は
、
そ
の

他
の
比
率
も
あ
る
が
、
本
町

で
は
他
の
数
値
は
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
た
め
説
明
を

省
略
。

総務常任委員会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総務課の担当者から財政指数の説明が行
われた総務常任委員会の所管事務調査
（５月９日）

上ノ加江（上）と大野見地区（下）で商業の現状の聞き取りをする
産業建設常任委員（５月１０日）



声
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
議
会
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新しい施設ではなく空き教室等の利用を！
路線バスを通園・通学に！

新しい施設ではなく空き教室等の利用を！
路線バスを通園・通学に！

★
津
波
の
関
係
と
は
い
え
建
物

ば
か
り
。
何
と
か
お
金
を
使

わ
ず
に
、
小
中
の
一
貫
教
育

と
か
幼
稚
園
を
小
学
校
の
空

き
教
室
で
使
用
す
る
と
か
、

笹
場
小
学
校
を
老
人
施
設
に

す
る
と
か
に
で
き
な
い
か
。

★
町
内
バ
ス
を
通
園
・
通
学
に

利
用
す
る
と
か
、
だ
れ
も
乗

っ
て
い
な
い
町
内
バ
ス
利
用

方
法
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

中城重則議長

　
町
内
を
走
る
路
線
バ
ス
は

「
空
気
を
運
ん
で
い
る
」
と
い

う
「
声
」
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
議
員
も
通
学
等
に
利
用
で
き

な
い
か
と
い
う
質
問
（
「
議
会

だ
よ
り
」
№
50
Ｐ
10
参
照
）
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
教

育
長
は
「
バ
ス
活
用
は
有
効
だ

と
思
う
。
運
行
ダ
イ
ヤ
の
関
係

も
あ
る
が
、
学
校
や
保
護
者
の

要
望
を
含
め
検
討
す
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
町
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
含
め
、

町
内
を
運
行
す
る
バ
ス
の
在
り

方
を
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
津
波
対
策
と
し
て
、

役
場
や
消
防
、
そ
し
て
、
久
礼

保
育
所
の
移
転
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
新
設
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
議

員
か
ら
も
既
存
の
施
設
を
利
用

で
き
な
い
の
か
と
い
う
「
声
」

も
あ
り
ま
す
。

　
施
設
の
移
転
に
伴
っ
て
新
た

に
遊
休
施
設
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
議
員
も
活
用
を
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
質
問
（
本
号
Ｐ

15
参
照
）
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
活
用
方
法
が
決
ま
っ

て
い
な
い
施
設
も
あ
る
の
が
現

状
で
す
。

　
旧
笹
場
小
学
校
の
利
活
用
は
、

地
元
と
町
が
協
議
し
て
い
ま
す
。

議
会
も
小
中
一
貫
校
や
遊
休
施

設
を
利
用
し
た
図
書
館
な
ど
の

視
察
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
「
声
」
や
視
察
・
調
査

も
参
考
に
、
施
設
整
備
で
は
、

お
金
を
使
わ
な
い
方
法
も
含
め

て
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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４
月
２６
日
、
新
図
書
館
整

備
構
想
に
関
す
る
委
員
会
と

し
て
の
報
告
書
の
協
議
を
し

た
。

　

単
な
る
常
任
委
員
会
報
告

で
は
な
く
議
会
議
決
を
経
た

重
み
の
あ
る
報
告
書
と
し
て

の
位
置
付
け
を
す
る
。

　

１２
月
定
例
会
を
め
ど
に
常

任
委
員
会
の
案
を
議
決
し
、

議
会
と
し
て
の
報
告
書
を
提

出
す
る
方
向
で
進
め
る
。
９

月
定
例
会
の
時
期
に
原
案
を

全
員
協
議
会
で
報
告
す
る
。

　

今
後
の
検
討
事
項
と
し
て
、

既
存
の
施
設
を
前
提
に
図
書

館
の
「
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
」

「
開
設
時
間
」
「
職
員
の
処

遇
改
善
」
「
蔵
書
の
デ
ー
タ

ー
ベ
ー
ス
化
」
「
図
書
機
能

の
充
実
」
「
図
書
館
運
営
協

議
会
の
設
置
」
な
ど
を
審
議

す
る
。

図
書
館
整
備
で
報
告
書
を

図
書
館
を
調
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

久礼保育所建設に
　　　　７億6364万円

●平成３０年度決算見込み
　一般会計、　特別会計ともに黒字決算となる見込
みだ。　ただ、国民健康保険特別会計は、一般会計か
ら５８９２万円を繰り入れた。　簡易水道事業会計は、
収益的収入及び支出（日常業務に係る収支）　は４７６
万円の黒字、　資本的収入及び支出　（主に建設改良
等の収支）　は４７０６万円の赤字となる見込みだ。

●ＳＥＡプロジェクト事業
　「道の駅なかとさ」は開業以来２３カ月で６０万人
が訪れた。

●公共施設移転等事業
　新庁舎建設は土地造成中だ。　高幡消防組合中土
佐分署は、　着工準備を進めている。（Ｐ２参照）　久
礼保育所は、　安全対策費などの増により、　予算が
７億６３６４万円となった。

●地震防災対策事業
　自主防災連絡協議会が、京都府福知山市と神戸
市を視察した。地域住民が独自で避難マップを作
成しており、非常に参考となった。

●かつお祭
　第３０回かつお祭は、悪天候ながら１万２０００人の
来客者を迎えた。今後議論を行い、方向性を見い
だしていきたい。

●カツオ文化日本遺産登録申請
　残念ながら認定には至らなかった。今後、分析
し対応していく。

●高幡西部特別養護老人ホーム組合の解散
　中土佐町と四万十町が共同で設立している組合
が運営する窪川荘と四万十荘は、入所者の大半が
四万十町の方であり、本年度末をもって、組合を
解散する予定である。

●�町立美術館開館３０周年記念式
典と名誉町民の選定

　町立美術館は今年で３０周年
を迎え、記念式典を行う。
　本町の芸術、文化の振興
に対する功績をたたえ、奥
谷博氏を名誉町民に選定し
たい。（Ｐ２参照） ６月定例会での池田町長

図書室が入る町立文化館と、その図書室
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用
す
る
と
か
、

笹
場
小
学
校
を
老
人
施
設
に

す
る
と
か
に
で
き
な
い
か
。

★
町
内
バ
ス
を
通
園
・
通
学
に

利
用
す
る
と
か
、
だ
れ
も
乗

っ
て
い
な
い
町
内
バ
ス
利
用

方
法
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

中城重則議長

　
町
内
を
走
る
路
線
バ
ス
は

「
空
気
を
運
ん
で
い
る
」
と
い

う
「
声
」
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
議
員
も
通
学
等
に
利
用
で
き

な
い
か
と
い
う
質
問
（
「
議
会

だ
よ
り
」
№
50
Ｐ
10
参
照
）
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
教

育
長
は
「
バ
ス
活
用
は
有
効
だ

と
思
う
。
運
行
ダ
イ
ヤ
の
関
係

も
あ
る
が
、
学
校
や
保
護
者
の

要
望
を
含
め
検
討
す
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
町
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
含
め
、

町
内
を
運
行
す
る
バ
ス
の
在
り

方
を
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
津
波
対
策
と
し
て
、

役
場
や
消
防
、
そ
し
て
、
久
礼

保
育
所
の
移
転
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
新
設
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
議

員
か
ら
も
既
存
の
施
設
を
利
用

で
き
な
い
の
か
と
い
う
「
声
」

も
あ
り
ま
す
。

　
施
設
の
移
転
に
伴
っ
て
新
た

に
遊
休
施
設
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
議
員
も
活
用
を
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
質
問
（
本
号
Ｐ

15
参
照
）
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
活
用
方
法
が
決
ま
っ

て
い
な
い
施
設
も
あ
る
の
が
現

状
で
す
。

　
旧
笹
場
小
学
校
の
利
活
用
は
、

地
元
と
町
が
協
議
し
て
い
ま
す
。

議
会
も
小
中
一
貫
校
や
遊
休
施

設
を
利
用
し
た
図
書
館
な
ど
の

視
察
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
「
声
」
や
視
察
・
調
査

も
参
考
に
、
施
設
整
備
で
は
、

お
金
を
使
わ
な
い
方
法
も
含
め

て
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
高
橋
議
員
が

平
成
３０
年
９
月
定
例
会
で
質

問
し
た
「
骨
髄
バ
ン
ク
事

業
」
の
質
問
を
追
跡
し
ま
し

た
。

　【
平
成
30
年
９
月
定
例
会
】

　
問 

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は
、
法

律
に
基
づ
く
公
的
事
業
だ
。

町
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る

考
え
は
な
い
か
。

山
本
健
康
福
祉
課
長 

骨
髄
バ

ン
ク
に
よ
る
骨
髄
移
植
を
希

望
し
て
い
る
患
者
の
た
め
、

町
と
し
て
も
県
や
日
本
赤
十

字
社
な
ど
と
連
携
を
図
る
。

ま
た
、
ド
ナ
ー
募
集
の
た
め

の
普
及
啓
発
や
広
報
な
ど
を

中
心
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 

骨
髄
提
供
者
に
対
す
る
休

業
補
償
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
助
成
す
る
考
え
は
。

池
田
町
長 

県
下
の
市
町
村
で
、

２
割
が
休
業
補
償
を
行
っ
て

い
る
。
本
町
も
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
協
議
し
て
い
る
。

　

県
の
医
療
政
策
課
と
連

携
、
平
成
３１
年
４
月
か
ら

助
成
制
度
が
施
行
で
き
る

よ
う
補
助
金
の
交
付
要
領

等
を
整
え
た
。

そ

の

の

対

後

応
町民交流会館前で行われた献血時に開催された骨髄バンク
ドナー登録会（７月２９日）
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≪各議員の出欠状況（平成 年４月１日～令和元年６月 日≫

私たちは、こんなことをしています。
30

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　　／・・・所属委員等でない
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。

　スマートフォンやパソコ
ンで本会議の様子が視聴で
きます。生中継だけでなく
平成28年以降の過去の映像
もご覧いただけます。

　10人程度以上の参加が見込める団体や
グループで、議員との懇談の希望があれ
ば、町内どこへでも出張いたします。
　ご希望がある場合は、お問い合わせく
ださい。

※データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない
場合は、高額請求される場合がありますのでご注
意ください。

議会の様子を
スマホやパソコンで
議会の様子を

スマホやパソコンで
議員がどこへでも出張する議員がどこへでも出張する

議員出張懇談会議員出張懇談会

議員は何をしゆうが？
　

≪議長の主な活動状況（平成31年４月１日～令和元年６月30日）≫

　

●４月　　 　
　14日　　　大野見北地区振興会通常総会（旧大野見北小ホール）
　17日　　　須崎地区地域安全協会監査（中土佐庁舎）

●５月　　 　
　13日　　　道路整備期成同盟会高知県地方協議会通常総会
　　　　　　道路整備促進高知県大会（高知市／城西館）
　19日　　　第30回かつお祭【正・副議長】（町内）
　20日　　　天川海道期成同盟会監査（中土佐庁舎）
　　　　　　令和元年須崎地区地域安全協会総会（須崎市／須崎警察署）
　23日　　　高岡郡高原畜産センター監査（中土佐庁舎）
　24日　　　第39回高幡町村議会議長会定期総会
　　　　　　（三原村／農業構造改善センター）
　26日　　　久礼小学校運動会（久礼小学校）
　28日　　　令和元年度町村議会議長・副議長研修会【正・副議長】
　　　　　　（東京都／国際フォーラム）
　30日　　　高岡郡高原畜産センター通常総会
　　　　　　（津野町／高知県農協　津野山営農経済センター）
　31日　　　第51回高知県警察官友の会総会（高知市／高知商工会館）

●６月　　 　
　５日　　　美術館開館30周年記念式典（町民交流会館）
　19日　　　高岡郡高原畜産センターとの打ち合わせ（中土佐庁舎）
　　　　　　高知県町村議会議長会理事会（高知市／自治会館）
　20日　　　令和元年度県道窪川中土佐線・窪川船戸線改良促進期成同盟会
　　　　　　総会
　　　　　　令和元年度黒潮スカイライン高幡地区建設促進期成同盟会総会
　　　　　　（津野町／本庁舎）
　21日　　　令和元年度警察官友の会須崎支部　役員会・総会（須崎市／喜楽）
　25日　　　移動土木情報交換会
　26日　　　高知県町村議会議長会臨時総会（高知市／自治会館）

会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます

お問い合わせなどはこちらへ
中土佐町議会事務局  　　〒789-1301 中土佐町久礼6602-2
TEL52-2410　FAX52-4850　E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

　インターネット中継映像や音声
は公式記録ではありません。また
「議会だより」は概要のみを掲載
しています。公式記録は会議録を
ご覧ください。会議録は議会事務
局、または中土佐町ホームページ
から議会のページに進むとご覧い
ただけます。

９月定例会日程（予定）

９月10日（火）　行政報告
　　　　　　　委員長報告
　　　　　　　議案の提案理由説明ほか
９月17日（火）　一般質問
９月18日（水）　一般質問
９月20日（金）　議案等の採決ほか

　ご意見やご感想など 字
以内で、郵送でご投稿くだ
さい。

議会に対する
ご意見などを
募集しています

議会は、どなたでも
傍聴できます。

中城議長・福永副議長も参加した
第30回かつお祭の鏡開き（５月19日）

東京国際フォーラムで開催された
町村議長・副議長研修会（５月28日）

美術館開館30周年記念式典で
あいさつする中城議長（６月５日）
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≪各議員の出欠状況（平成 年４月１日～令和元年６月 日≫

私たちは、こんなことをしています。
30

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　　／・・・所属委員等でない
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。

　スマートフォンやパソコ
ンで本会議の様子が視聴で
きます。生中継だけでなく
平成28年以降の過去の映像
もご覧いただけます。

　10人程度以上の参加が見込める団体や
グループで、議員との懇談の希望があれ
ば、町内どこへでも出張いたします。
　ご希望がある場合は、お問い合わせく
ださい。

※データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない
場合は、高額請求される場合がありますのでご注
意ください。

議会の様子を
スマホやパソコンで
議会の様子を

スマホやパソコンで
議員がどこへでも出張する議員がどこへでも出張する

議員出張懇談会議員出張懇談会

議員は何をしゆうが？
　

≪議長の主な活動状況（平成31年４月１日～令和元年６月30日）≫

　

●４月　　 　
　14日　　　大野見北地区振興会通常総会（旧大野見北小ホール）
　17日　　　須崎地区地域安全協会監査（中土佐庁舎）

●５月　　 　
　13日　　　道路整備期成同盟会高知県地方協議会通常総会
　　　　　　道路整備促進高知県大会（高知市／城西館）
　19日　　　第30回かつお祭【正・副議長】（町内）
　20日　　　天川海道期成同盟会監査（中土佐庁舎）
　　　　　　令和元年須崎地区地域安全協会総会（須崎市／須崎警察署）
　23日　　　高岡郡高原畜産センター監査（中土佐庁舎）
　24日　　　第39回高幡町村議会議長会定期総会
　　　　　　（三原村／農業構造改善センター）
　26日　　　久礼小学校運動会（久礼小学校）
　28日　　　令和元年度町村議会議長・副議長研修会【正・副議長】
　　　　　　（東京都／国際フォーラム）
　30日　　　高岡郡高原畜産センター通常総会
　　　　　　（津野町／高知県農協　津野山営農経済センター）
　31日　　　第51回高知県警察官友の会総会（高知市／高知商工会館）

●６月　　 　
　５日　　　美術館開館30周年記念式典（町民交流会館）
　19日　　　高岡郡高原畜産センターとの打ち合わせ（中土佐庁舎）
　　　　　　高知県町村議会議長会理事会（高知市／自治会館）
　20日　　　令和元年度県道窪川中土佐線・窪川船戸線改良促進期成同盟会
　　　　　　総会
　　　　　　令和元年度黒潮スカイライン高幡地区建設促進期成同盟会総会
　　　　　　（津野町／本庁舎）
　21日　　　令和元年度警察官友の会須崎支部　役員会・総会（須崎市／喜楽）
　25日　　　移動土木情報交換会
　26日　　　高知県町村議会議長会臨時総会（高知市／自治会館）

会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます

お問い合わせなどはこちらへ
中土佐町議会事務局  　　〒789-1301 中土佐町久礼6602-2
TEL52-2410　FAX52-4850　E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

　インターネット中継映像や音声
は公式記録ではありません。また
「議会だより」は概要のみを掲載
しています。公式記録は会議録を
ご覧ください。会議録は議会事務
局、または中土佐町ホームページ
から議会のページに進むとご覧い
ただけます。

９月定例会日程（予定）

９月10日（火）　行政報告
　　　　　　　委員長報告
　　　　　　　議案の提案理由説明ほか
９月17日（火）　一般質問
９月18日（水）　一般質問
９月20日（金）　議案等の採決ほか

　ご意見やご感想など 字
以内で、郵送でご投稿くだ
さい。

議会に対する
ご意見などを
募集しています

議会は、どなたでも
傍聴できます。

中城議長・福永副議長も参加した
第30回かつお祭の鏡開き（５月19日）

東京国際フォーラムで開催された
町村議長・副議長研修会（５月28日）

美術館開館30周年記念式典で
あいさつする中城議長（６月５日）
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り
よ
だ
会
議
町
佐
土
中

会
議
町
佐
土
中
県
知
高
／
行
発

　

長
議
／
人
行
発

　

城
中

　

則
重

　

会
員
委
任
常
報
広
会
議
／
集
編

　

　

長
員
委

　

元
下

　

夫
道

長
員
委
副

　

田
窪

　

教
和

委

　
　

員
　

本
山

　

生
建

　
　
　
　
　

橋
高

　

造
雄

下野さんが代表を務めるＨＩＲＯ倶楽部が指定管理者の
ライダーズイン中土佐

海を眺めながらライダーと語らう下野さん

（
今
号
の
表
紙
）

　今
年
度
の「
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
の
写
真
は「
地
域
で

頑
張
る
移
住
者
た
ち
」を
取

り
上
げ
ま
す
。

　今
回
は
、小
矢
井
賀
に
あ

る「
ラ
イ
ダ
ー
ズ
イ
ン
中
土

佐
」の
管
理
人
、下
野
博
也
さ

ん（
61
）、明
美
さ
ん（
61
）ご

夫
婦
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　「
こ
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

施
設
、す
べ
て
が
気
に
い
っ

て
い
る
。リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん

が
増
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
」。バ
イ
ク
好
き
の
２
人

は
沖
縄
を
除
く
全
国
を
走
っ

て
い
ま
す
が
、ど
こ
に
も
負

け
な
い
施
設
と
言
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
に
な
り
た
く

て
中
土
佐
町
の
友
人
に
相
談
。

地
区
の
人
た
ち
の
協
力
も
得

て
、
２
年
前
に
大
阪
か
ら
移

住
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず

や
っ
た
こ
と
は
、
周
辺
の
草

刈
り
や
茂
っ
た
雑
木
を
切
る

こ
と
。
海
が
見
え
る
よ
う
に

な
り
、
「
海
辺
の
ラ
イ
ダ
ー

ズ
イ
ン
」
の
面
目
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。
内
装
業
だ
っ
た

腕
を
生
か
し
、
修
繕
も
手
掛

け
ま
し
た
。

　
20
〜
30
人
が
座
れ
る
薪
ス

ト
ー
ブ
の
あ
る
談
話
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
、
バ
イ
ク
を
愛
す

る
仲
間
と
し
て
の
会
話
も
、

こ
の
施
設
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。

　
「
鈴
鹿
８
時
間
耐
久
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
」
に
合
わ
せ
50
㏄

の
バ
イ
ク
１
台
で
施
設
内
を

安
全
に
走
る
イ
ベ
ン
ト
や
、

年
末
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ

ベ
ン
ト
な
ど
多
彩
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　
２
人
は
言
い
ま
す
。

　
「
県
内
や
地
元
の
ラ
イ

ダ
ー
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な

れ
れ
ば
う
れ
し
い
。
地
域
の

行
事
に
呼
ん
で
く
れ
る
な
ど
、

地
元
の
人
に
良
く
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
ず
っ
と
こ
こ

に
住
み
た
い
」

中
土
佐
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

き
や
ぶ
つ　

県
内
沿
岸
の
漁
獲
量
の
約
３
割
は
定
置
網
漁
だ
。
県
は
廃
止

さ
れ
た
定
置
網
漁
の
復
活
を
目
指
し
、
一
定
量
の
水
揚
げ
が
期

待
で
き
る
上
ノ
加
江
・
矢
井
賀
沖
を
調
査
し
、
操
業
可
能
と
判

断
し
た
。
設
備
導
入
の
支
援
事
業
も
整
え
た
。
事
業
開
始
６
年

目
で
単
年
度
黒
字
、
11
年
目
で
累
積
赤
字
の
解
消
が
見
込
め
る

と
し
て
い
る
。

　
中
土
佐
地
区
は
、
以
前
は
定
置
網
に
安
定
し
て
魚
が
入
り
、

活
気
が
あ
る
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
久
礼
・
上
ノ
加
江
・

矢
井
賀
の
定
置
網
漁
は
年
々
衰
退
し
、
現
在
は
廃
業
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
化
が
進
み
、
漁
業
で
生
活
を
立
て
る
の
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
後
継
者
が
い
な
い
中
で
、
沿
岸
漁
業
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
が
、
定
置
網
漁
が
再
開
で
き
れ
ば
、
地

域
へ
の
経
済
効
果
も
大
き
い
。

　
こ
の
県
の
事
業
に
、
町
独
自
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
的
な
事
業
を
導
入
す

れ
ば
、
参
入
業
者
を
呼
び
込
む
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
漁

業
振
興
の
起
爆
剤
と
し
て
定
置
網
の
復
活
を
期
待
し
て
い
る
。

中
土
佐
町
議
会
議
員
　
岡
　
伊
三
男

下野博也さんから

　ライダーさんが、ここにバイクを置いて黒潮

本陣や道の駅、大正町市場に出かけられる巡回

バスなどがあればよいと思う。

ラ
イ
ダ
ー
ズ
イ
ン

　
オ
ー
ト
バ
イ
旅
行
者
向
け

の
宿
泊
施
設
。
県
内
５
カ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。


